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主 専 攻 プ ロ グ ラ ム 詳 述 書 

  

開設学部（学科）名〔教育学部第四類（生涯活動教育系）人間生活系コース〕 

プログラムの名称（和文） 

         

（英文） 

人間生活教育プログラム 

Human Life Sciences Education 

１． プログラムの紹介と概要 

人間生活教育プログラムは，人間生活教育の原理，内容，方法について専門的な素養と教育実践力を有

したうえで，理論と実践が融合した教育研究を行うことができる中学校・高等学校教員（家庭）の養成を

目的としている。併せて，教育関係機関・施設等において人間生活教育に関連する業務に携わる専門の職

員の養成も目指している。そのために，本プログラムでは，教育に関する基礎的な理論，中・高等学校家

庭科の内容及び家庭科教育の領域を深く関連づけて学習し，中等教育に携わるうえで必要な知識と技術を

習得できるように工夫されている。 

 卒業後は，さらに高度な専門性を追究するために，大学院（博士課程前期・後期）に進学し，研究者や

高度な専門知識をもつ職業人を目指す道も開かれている。 

 

２． プログラムの開始時期とプログラム選択のための既修得要件（履修科目名及び単位数等） 

 プログラム開始（選択）時期は，１年次である。 

 

３．プログラムの到達目標と成果 

 (１) プログラムの到達目標 

本プログラムの到達目標は次のとおりである。 

１）カリキュラム全体を通じて，時代の変化に対応できる自立した生活者としての生き方や，新しい家庭

生活および人間生活環境の創造に関する教育と実践をなし得る能力が身につく。 

２）そのために，家庭を中心とした人間生活における人の行動や行為を，物的環境，精神的環境，身体的

環境さらには社会的環境という様々な視点で考えさせる専門基礎科目および専門科目を通して，自己

研修能力に優れた指導的な中学校・高等学校の家庭科教員としての能力を身につける。 

３）家庭科教員養成と併行して，生活全般に関する知識と素養を身につけ，関連の一般企業や研究機関で

活躍できる能力を獲得する。専門基礎科目を土台として，専門科目から関心に応じて科目を選択する

ことによって目標を達成できるように学習する。 

 本プログラムにおける教養教育の到達目標は次のとおりである。 

 価値観の多様化や社会構造の変化に柔軟に対応し，なおかつ教育界に生じる新たな課題に的確に対処

できる広い視野と実行力を備えた人間的，社会的素養を身につけることを目標としている。そのために

は，自然的環境や社会的環境における客観的事実やその多面性を十分に理解するとともに，歴史的変遷

によるさまざまな現象の変化を概観し，大局に立ったものの見方を身につける学習を行う。さらに，人

類が築き上げてきた知の蓄積を理解し，人類が直面する課題の所在を的確に把握し，さまざまな専門的，
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学際的な知識を個別にあるいは総合的に活用して，これを解決する能力を身につける。 

 

 (２) プログラムによる学習の成果 （具体的に身につく知識・技能・態度） 

○知識・理解 

1)中等学校とその教育に関する基本的知識 

2)生涯活動教育に関する学際的・総合的な基本的知識 

3)青年期の子どもに関する基礎的知識と現代的課題の理解 

4)人間生活系教育の理論と方法に関する基本的知識 

5)人間生活系内容領域の理論と方法に関する基本的知識 

6)人間生活系教育および人間生活系内容領域の研究に関する基本的知識と社会的課題の理解 

○知的能力・技能 

1)中等教育および生涯活動教育に関する問題意識をもち，関連する資料・情報を収集し，読解し，結

論を導き出すことができる。 

2)人間生活系教育のカリキュラムや授業および人間生活に係わる生涯活動教育のプログラムについ

て，分析・検討し，問題点を把握し，解決策を導き出すことができる。 

3)人間生活系教育および人間生活に係わる生涯活動教育に関連した教育課題について，文献や資料を

吟味・検討し，解決策を導き出すことができる。 

4)中等教育および生涯活動教育の人間生活系内容領域に関する資料・情報を収集し，内容領域ごとに

まとめ読解することができる。 

5)中等教育および生涯活動教育の人間生活系内容領域の研究に関して，批判的に分析・検討すること

ができる。 

6)中等教育および生涯活動教育の人間生活系内容領域に関連した研究課題を文献や資料にもとづいて

調査し，吟味・検討することができる。 

○実践的能力・技能 

1)人間生活系教育のカリキュラムや授業および人間生活に係わる生涯活動教育のプログラムを分析

し, デザインし, 立案することができる。 

2)人間生活系教育および人間生活に係わる生涯活動教育の内容や教材を分析し, 開発することができ

る。 

3)人間生活系教育および人間生活に係わる生涯活動教育に関連する多様な生活技能を身につけること

ができる。 

4)中等教育, 生涯活動教育およびそれらの人間生活系内容領域に関わる研究を計画・設計し, 実行し

て, その結果を分析・検討し, その意義を示すことができる。 

○総合的能力・技能 

1)個人やチームにおいて，特定の事象から課題を発見した後，調査・実験等の研究を企画・立案し，

効果的に資料収集・実験等を実行し，その成果をまとめることができる（研究力）。 

2)研究や教育活動，および発表において，コミュニケーションを確保し，成果や発表内容をまとめ，

多様な手段を用いてプレゼンテーションすることができる（コミュニケーション・プレゼンテーシ

ョン力）。 

3)情報活用のモラルと基礎知識を持ち，インターネット，データベース，表計算，ワープロといった

IT を使用することができるとともに，IT を用いて，基礎的な統計処理や表現・情報発信ができる（IT



 

 

活用力）。 

4)多くの人々と協同して様々な課題に取り組み，チームの一員として自らの力を十分に発揮し，より

よいものを作り出したり改善したりする態度をもっている（社会性・協同性）。 

 

４．教育内容・構造と実施体制 

 (１) 学位の概要 （学位の種類，必要な単位数） 

本プログラムが提供する学位は，学士（教育学）である。その取得には，本プログラムにて実施される

授業科目を選択履修することによって修得する１２８単位を条件としている。単位数の内訳：教養教育４

０単位，専門基礎科目２４単位，専門科目２８単位，専門選択科目３０単位，卒業研究６単位。



 

 

５．授業科目及び授業内容 

別紙３を参照し,シラバスは,「Myもみじ」又は広島大学公式ウェブサイト「入学案内」を参照すること。 

 

 

６．教育・学習 

(１) 教育方法・学習方法 

（別紙１を参照） 

（２）学習支援体制（簡潔に箇条書きにしてください） 

○教員による支援 

1) チューター制度：１年次から３年次後期（３年次後期は卒業論文に関する部分の指導を除く）まで

は，学年チューターが指導する。 

2) 卒業論文：３年次後期（卒業論文に関する部分の指導）および４年次は，指導（予定）教員が指導

する。 

3) プログラム教員会：主として人間生活教育学講座の教員が当たり，学生の学習支援体制を作る。 

4) 講座支援室：人間生活教育学講座が，本プログラムにおける教育の支援に当たる。（連絡窓口は，

人間生活教育学講座事務補佐員（教育学部Ｂ棟７階７１６号室）である。） 

 

７．評価（試験・成績評価） 

（１）到達度チェックの仕組み 

○個人成績 

1) 授業科目ごとの成績は，秀，優，良，可及び不可で判定する。 

2) 授業科目ごとの成績は，所定の計算法により，GPAとして累積する。 

3) 学年ごとに，GPAを算出し，個人の基本成績レベルが確認できるようにする。 

4) 各学年で，評価項目ごとに，到達度を確定し，個々の達成水準を明示する。 

○成績評価 

1) １年次，２年次，３年次には，取得単位数と成績達成目標水準により，次年次への進級状況を判断

する。 

2) １年次，２年次の未達成者は，仮進級とし，問題点と課題が提示される。本来の水準に達したとき

に，正式な進級と判断する。３年次の未達成者の進級は認めない。 

3) ４年次では，これまでの成績，卒業要件単位数，評価項目ごとの到達度に加味して，卒業論文の成

績により，本プログラムでの総合的な成績評価が提示される。 

 

（２）成績が示す意味 

  （別紙４を参照） 
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身につく知識・技能・態度等 
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教育・学習の方法 
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教育・学習の方法 
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身につく知識・技能・態度等 
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教育・学習の方法 
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身につく知識・技能・態度等 
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教育・学習の方法 
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別紙２　主専攻プログラム　モデル体系図 教育学部　人間生活教育プログラム

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

家庭科授業論I（△） 家庭科授業論Ⅱ（△）

パッケージ別科目（○）パッケージ別科目（○）生涯発達学（△） 保育学（◎）

パッケージ別科目（○）パッケージ別科目（○）生涯発達学（△）

家庭科授業論I（△） 家庭科教材構成論（◎） 家庭科教育方法・評価論（△）

パッケージ別科目（○）パッケージ別科目（○）領域科目（△） 領域科目（△） 保育学（◎） 家族関係学（△）
領域科目（△） 領域科目（△） 生活経済学（◎） 家庭看護学（◎） 生活設計論（△） 家庭機械及び家庭電気（△）

生活経営学（◎） アパレル素材学（◎））食生活栄養学（◎） 住居計画学（△）
フードスペシャリスト論（△） アパレル設計学（△） 消費生活論（△） 住居管理学（△）
色彩論（△） 児童保健学（△） 食品科学（△） 食品材料学（△）

アパレル管理科学（△）食品鑑別論（△）
調理科学（△）
服飾デザイン論（△）

基盤科目（△） 基盤科目（△） 基盤科目（△） 基盤科目（△） 食物学実験（△）

住居学（◎） 住居環境学（◎）
生涯発達学（△）

平和科目（○） 平和科目（○）

外国語科目（○） 外国語科目（○） 外国語科目（○） 外国語科目（○）

人間生活（家庭科）教育演習（△）

４年（専門教育における）
学習の成果

教養教育
到達目標

１年 ２年 ３年

１．外国語を活用して，
口頭や文書で日常的な
コミュニケーションを図る
ことができる。
２．複数の外国語を活用
することで，多くの言語
や文化を理解できる。

知
識
・
理
解

1)中等教育に関する基
本的な理解ができてい
る。

2)生涯活動教育に関す
る基本的な理解ができて
いる。

人類や社会が抱える歴
史的・現代的課題（社会
のしくみと科学の在り
方，知の営みの意味，い
のちの重み，多様な文化
間の交流や対立，自然と
共生する意義など）につ
いて，多角的な視点から
説明できる。

3)青年期の子どもに関す
る基礎的な理解ができて
いる。

人類や社会が抱える歴
史的・現代的課題（社会
のしくみと科学の在り
方，知の営みの意味，い
のちの重み，多様な文化
間の交流や対立，自然と
共生する意義など）につ
いて，多角的な視点から
説明できる。

4)中等人間生活系教育
の理論と方法に関する
基本的知識が身に付い
ている。

5)人間生活系内容領域
の理論と方法に関する
基本的な知識が身に付
いている。

人類や社会が抱える歴
史的・現代的課題（社会
のしくみと科学の在り
方，知の営みの意味，い
のちの重み，多様な文化
間の交流や対立，自然と
共生する意義など）につ
いて，多角的な視点から
説明できる。
特定の学際的・総合的な
トピックス又は研究の最
前線や社会問題のトピッ
クスについて，複数の視
点から説明できる。
各学問領域が文化・社
会とどのように関わって
いるのかについて，説明
できる。

6)中等人間生活系教育
および人間生活系内容
領域の研究を行うための
基本的な知識が身に付
いている。

各科目に応じた基礎学
問の論理的骨格や体系
及び学問形成に必要な
知識・技術を理解・習得
し，説明できる。

１．多角的な視点から平
和について考え，自分の
意見を述べることができ
る。
２．理念と現実の葛藤を
含め，平和を妨げる種々
の要因とそこでの複雑な
様相について理解し，説
明できる。

知
的
能
力
・
技
能

1)中等教育および生涯
活動教育に関する問題
意識をもち，関連する資
料・情報を収集し，読解
し，結論を導き出すこと

ができる。



家庭科教育方法・評価論（△）

人間生活（家庭科）教育概論（◎） 家庭科授業論Ⅱ（△） 人間生活教育史（△）

フードスペシャリスト論（△） 調理学実習I（◎） 人間生活研究法（△） フードコーディネート論（△）

住居設計演習Ⅰ（△）

生活経営学（◎） 生活設計論（△）

生活経営学（◎） 生活設計論（△）

健康スポーツ科目（○）健康スポーツ科目（○）健康スポーツ科目（○）健康スポーツ科目（○）

家庭科教材構成論（◎）

人間生活（家庭科）教育演習（△）

色彩論（△） 調理学実習I（◎） アパレル設計学実習Ⅰ（◎） 保育学（◎） 住居設計演習Ⅱ（△）

設計製図（△） 調理学実習Ⅱ（△） アパレル設計学実習Ⅱ（△） アパレル科学実験（△）

インテリア計画（△）

服飾デザイン論（△）

人間生活研究法（△）

知
的
能
力
・
技
能

1)中等教育および生涯
活動教育に関する問題
意識をもち，関連する資
料・情報を収集し，読解
し，結論を導き出すこと

ができる。

2)人間生活系教育のカリ
キュラムや授業および人
間生活に係わる生涯活
動教育のプログラムにつ
いて，分析・検討し，問題
点を把握し，解決策を導
き出すことができる。

3)人間生活系教育およ
び人間生活に係わる生
涯活動教育に関連した
教育課題について，文献
や資料を吟味・検討し，
解決策を導き出すことが
できる。

4)中等教育および生涯
活動教育の人間生活系
内容領域に関する資料・
情報を収集し，内容領域
ごとにまとめ読解するこ
とができる。

5)中等教育および生涯
活動教育の人間生活系
内容領域の研究に関し
て，批判的に分析・検討
することができる。

6)中等教育および生涯
活動教育の人間生活系
内容領域に関連した研
究課題を文献や資料に
もとづいて調査し，吟味・
検討することができる。

１．体力・健康づくりの必
要性を科学的に説明で
きる。
２．スポーツの実践を通
じて，生涯にわたってス
ポーツを楽しむ意義や，
マナー・協調性などの重
要性を理解し，説明でき
る。

実
践
的
能
力
・
技
能

1)人間生活系教育のカリ
キュラムや授業および人
間生活に係わる生涯活
動教育のプログラムを分
析し, デザインし, 立案す
ることができる。

2)人間生活系教育およ
び人間生活に係わる生
涯活動教育の内容や教
材を分析し, 開発するこ
とができる。

3)人間生活系教育およ
び人間生活に係わる生
涯活動教育に関連する
多様な生活技能を身に
つけることができる。

4)中等教育, 生涯活動教
育およびそれらの人間生
活系内容領域に関わる
研究を計画・設計し, 進
め, その結果を分析・検
討し, その意義を示すこ
とができる。



食品鑑別論（△）

食物学実験（△）

外国語科目（○） 外国語科目（○） 外国語科目（○） 外国語科目（○）

教養ゼミ（◎） 人間生活研究法（△） 住居設計演習Ⅱ（△） 卒業論文（◎）
住居設計演習Ⅰ（△） アパレル科学実験（△）

教養ゼミ（◎） 家庭科授業論I（△） 人間生活（家庭科）教育演習（△）

情報科目（△） 情報処理（△）

調理学実習Ⅱ（△） フードコーディネート論（△）

教養科目 専門基礎 専門科目 卒業論文 （◎）必修科目 （○）選択必修科目 （△）選択科目

実
践
的
能
力
・
技
能

4)中等教育, 生涯活動教
育およびそれらの人間生
活系内容領域に関わる
研究を計画・設計し, 進
め, その結果を分析・検
討し, その意義を示すこ
とができる。

総
合
的
能
力
・
技
能

外国語を活用して，口頭
や文書で日常的なコミュ
ニケーションを図ること
ができる。

1)個人やチームにおい
て，調査・実験等の研究
を企画・立案し，効果的
に実行し，その成果をま
とめることができる（研究
力）。

１．基礎的な方法で資料
を収集できる。
２．特定の事象から課題
を発見し，説明できる。

2)研究や教育活動，およ
び発表において，コミュ
ニケーションを確保し，
成果や発表内容をまと
め，多様な手段を用いて
プレゼンテーションするこ
とができる（コミュニケー
ション・プレゼンテーショ
ン力）。

論拠を明らかにした議論
や効果的なプレゼンテー
ションを行うことができ
る。

3)インターネット，データ
ベース，表計算，ワープ
ロといったITを使用でき
るとともに，ITを用いて，
基礎的な統計処理や表
現ができる（IT活用力）。

１．情報を活用するため
のモラルと社会的課題に
ついて理解し，説明でき
る。
２．情報に関する基礎的
知識・技術・態度を学
び，情報の処理や受発
信を適切に行うことがで

4)多くの人々と協同して
様々な課題に取り組み，
チームの一員として自ら
の力を十分に発揮し，よ
りよいものを作り出したり
改善したりする態度を
もっている（社会性・協同
性）。
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 (２) プログラムの構造 

第１学年   専門教育を受ける準備段階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２学年   専門教育の基礎段階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コア科目（すべて必修） 

専門基礎科目： 

生涯活動教育論, 人間生活（家

庭科）教育概論, 家庭科教材構

成論, 生活経済学, 家庭看護

学, 住居学, 住居環境学, 食生

活栄養学, 調理学実習Ⅰ, ア

パレル素材学, アパレル設計

学実習Ⅰ 

専門科目： 

 

オプショナル科目 

教養科目： 

英語, 第２外国語, パッケー

ジ科目, 領域科目（現代の消費

生活）, 健康スポーツ科目 

専門科目： 

家庭科教育方法・評価論, 消費

生活論, 生涯発達学, 児童保

健学, 設計製図, 建築材料, 建

築一般構造, 建築構造力学Ⅰ, 

食品科学, 調理学実習Ⅱ, 食

品衛生学, アパレル管理科学, 

アパレル設計学, 情報処理 

教職科目： 

教職入門, 教育の思想と原理, 

介護等体験事前指導, 教育と

社会・制度, 
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第３学年   専門教育の発展段階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第４学年  卒業研究を中心とした総合的知識・態度・技能の獲得 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          卒業 
 

コア科目（必修には○印） 

○卒業論文 

 

オプショナル科目 

専門科目： 

建築生産マネジメント 

教職科目： 

中・高等学校教育実習Ⅱ, 教職

実践演習（中・高） 

 

履修基準（卒業基準） 

・卒業に必要な教養科目を 

４０単位以上, 取得してい

ること。 

・卒業に必要な専門科目を 

８８単位以上, 取得してい

ること。 

コア科目（必修には○印） 

専門基礎科目： 

○保育学 

専門科目： 

オプショナル科目 

教養科目： 

専門科目： 

人間生活（家庭科）教育演習，

家庭科授業論Ⅱ, 人間生活教

育史, 生活設計論, 家族関係

学, 住居計画学, 住居管理学, 

インテリア計画, 住居設計演

習Ⅰ, 住居設計演習Ⅱ , 建築

行政, 建築施工, 建築設備Ⅰ, 

建築設備Ⅱ, 食品材料学, 農

産食品学, 食品鑑別論, フー

ドコーディネート論, 調理科

学, 食物学実験, 服飾デザイ

ン論, アパレル設計学実習Ⅱ，

アパレル科学実験, 家庭機械

及び家庭電気, 人間生活研究

法 

教職科目： 

教育課程論, 道徳教育指導法, 

教育方法・技術論, 児童・青年

期発達論, 教育相談, 教育実

習指導 B, 中・高等学校教育実

習Ⅰ 

履修基準（進級基準） 

・ 教養科目を累計４０単位

以上, 取得していること。 

・ 専門科目を累計７６単位

以上, 取得していること。 

・ この基準に達していない

場合 , ４年生への進級を

認めない。 



1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ

2 教養ゼミ 2 必修 ○

2 2 選択必修 ○ ○

6 決定された1パッケージから3科目 2 選択必修 ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ○

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ○

コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

コミュニケーションⅢA 1

コミュニケーションⅢB 1

コミュニケーションⅢC 1

ベーシック外国語Ⅰから2科目 1 ○

ベーシック外国語Ⅱから2科目 1 ○

2 (注4) 2 選択必修 ○

(16) すべての領域から(注5) 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

2 1又は2 選択必修 ○ ○

(0) 1～3 自由選択 ○ ○ ○ ○

40

注5： ・「現代の消費生活」の履修を要望する。

・教育職員免許状を取得するためには，「日本国憲法」の2単位を修得する必要がある。

・修得したコミュニケーション基礎，情報科目及び基盤科目の単位を算入することができる。ただし，基盤科
目にあっては8単位を限度とする。

注6： 「物理学実験」，「化学実験」，「生物学実験」のうちから1科目以上履修することを要望する。

・「衣食住の基礎科学」の履修を要望する。

注2： 短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「マルチメディア英語演習」の履修
により修得した単位を，卒業に必要な英語の単位に代えることが可能である。また，外国語技能検定試験，語
学研修による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の英語に関する項及び「外国語技能
検定試験等による単位認定の取扱いについて」を参照すること。

注3： 時間割編成の都合上，1セメスターは「コミュニケーションⅠA」及び「コミュニケーションⅠB」が，2セメス
ターは「コミュニケーションⅡA」及び「コミュニケーションⅡB」が指定されている。

注4： １セメスター開設の「情報活用基礎」を履修すること。なお，「情報活用基礎」の単位を修得できなかった場
合は，２セメスター開設の「情報活用演習」を履修することができる。

注1： ○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に
履修することも可能である。授業科目により実際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行
する教養教育科目授業時間割等で確認すること。

初修外国語
（ドイツ語，フランス語，スペイ
ン語，ロシア語，中国語，韓国
語，アラビア語のうちから1言語

選択）

4 選択必修

情報科目

領域科目

○○

自由選択

コミュニケーショ
ンⅠ(注3)

4

基盤科目(注6)

上記3科目から2科目

コミュニケー
ションⅢ

2
選択必修

選択必修

コミュニケーショ
ンⅡ(注3)

上記4科目から2科目以上

2年次 3年次 4年次

コミュニケーショ
ン基礎

(0)

教
養
教
育
科
目

教
養
コ
ア
科
目

教養ゼミ

平和科目

パッケージ別科目

共
通
科
目

健康スポーツ科目

外
国
語
科
目

英
語
 

(

注
２

)

計

教　養　教　育　科　目　履　修　基　準　表

第四類　人間生活系コース（人間生活教育プログラム）

区
分

科目区分
要修
得単
位数

授業科目等
単位
数

履修区分

履修セメスター(注1)

1年次



学 部 履 修 基 準 

 

第 四 類（生涯活動教育系） 

○ 人 間 生 活 系 コ ー ス（人間生活教育プログラム） 

 

科  目  区  分  等 要 修 得 単



専 門 教 育 科 目 履 修 基 準 

第 四 類  人 間 生 活 系 コ ー ス（人間生活教育プログラム） 

履  修  内  容 要 修 得 単 位 数 開       設 

専門基礎科目      ２４ 

人間生活系コース 

専

門

科

目 

人間生活教育学 

     ２８ 

生活経営学 

人間発達科学 

住居学 

食物学 

アパレル科学 

選択科目 

 専門選択科目      ３０ 教 育 学 部 ほ か 

卒業研究       ６ 人間生活系コース 

＜履修上の注意＞ 

   『専門選択科目』欄の副専攻プログラム及び特定プログラムの修得単位数は，３０単位まで認める。 

 

 

 



第四類 人間生活系コース（人間生活教育プログラム）  

○印は必修 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

学  期  別  週  授  業  時  数  

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専 
 
 

門 
 
 

基 
 
 

礎 
 
 

科 
 
 

目 

生涯活動教育論 ②    ２ 



○印は必修 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

学  期  別  週  授  業  時  数  

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専 
 
 

門 
 
 

科 
 
 

目 

住 
 
 

居 
 
 

学 

住居設計演習Ⅱ ２      ２   住居学  

建築材料 ２    ２       工学部 

建築一般構造 ２   ２       工学部 

建築構造力学Ⅰ ４   ４       工学部 

建築行政 ２     ２     工学部 

建築施工 ２     ２     工学部 

建築設備Ⅰ ２     ２     工学部 

建築設備Ⅱ ２      ２    工学部 

建築生産マネジメント ２      ２    工学部 

食 
 
 
 

物 
 
 
 

学 

フードスペシャリスト論 ２  ２       食物学  

食品科学 ２    ２      〃  

食品材料学 ２     ２    〃  

食品鑑別論 ２     ２    〃  

調理学実習Ⅱ １    ３     〃  

フードコーディネート論 ２      ２    〃  

食品衛生学 ２    ２      生物生産学部 

農産食品学 ２     ２     生物生産学部 

調理科学 ２     ２    食物学  

食物学実験 １     ３     〃  

ア
パ
レ
ル
科
学 

アパレル管理科学 ２    ２     被服学  

アパレル設計学 ２   ２       〃  

アパレル設計学実習Ⅱ １     ３     〃  

服飾デザイン論 ２     ２     〃  

色彩論 ２  ２        〃  

アパレル科学実験 １      ３    〃  

選
択
科
目 

家庭機械及び家庭電気 ２      ２   
教科又は教職に関する科目（中学のみ） 

家庭電気・機械及び情報処理（高校のみ） 
 

情報処理 ２    ２     家庭電気・機械及び情報処理（高校のみ）  

人間生活研究法 ２     ２      

 



○印は必修 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

学  期  別  週  授  業  時  数  

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専  門 

選択科目 

教職入門 ２   ２      
教職の意義及び教員の役割，教員の職務内容， 

進路選択に資する各種の機会の提供等  
 

教育の思想と原理 ２   ２      教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想  

児童・青年期発達論 ２     ２    幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程  

教育と社会・制度 ２    ２     教育に関する社会的，制度的又は経営的事項  

教育課程論 ２     ２    教育課程の意義及び編成の方法   

道徳教育指導法 ２     ２    道徳の指導法  

特別活動指導法 ２    ２     特別活動の指導法  

教育方法・技術論 ２      ２   教育の方法及び技術  

生徒・進路指導論 ２    ２     生徒指導の理論及び方法，進路指導の理論及び方法  

教育相談 ２      ２   教育相談  

中・高等学校教育実習入門 ２ ２        教育実習（事前指導）  

中・高等学校教育実習観察 １    集中     教育実習（事前指導）  

教育実習指導Ｂ １     集中    教育実習（事前指導）  

中・高等学校教育実習Ⅰ ４      集中   教育実習（中学校本免用）  

中・高等学校教育実習Ⅱ ２       集中  教育実習（高等学校本免用）  

教職実践演習(中・高) ２        ２ 教職実践演習  

介護等体験事前指導 １   １      教科又は教職に関する科目  

本コース，本学部他コース，特

別科目及び他学部等が開設す

る専門教育科目（副専攻プログ

ラム及び特定プログラムを含

む。） 

           

卒業研究 卒業論文 ⑥           
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⌐ ╣≡™╢

(Best) 

╣≡™╢

(Modal) 
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別紙５ 

 

担 当 教 員 リ ス ト 

 

担当教員名 担 当 授 業 科 目 等 備 考 

 

柴  靜 子 

担当授業科目：人間生活（家庭科）教育概論 

家庭科授業論Ⅱ 

       人間生活教育史 

研究室の場所：教育学部 B 棟７０４ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ： 

 

 

鈴 木 明 子 

担当授業科目：生涯活動教育論 

家庭科教材構成論 

人間生活（家庭科）教育演習 

       家庭科授業論Ⅰ 

       家庭科教育方法・評価論 

       卒業論文 

研究室の場所：教育学部 B 棟７０７ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ： 

 

 

平 田 道 憲 

担当授業科目：生活経営学 

       生活設計論 

研究室の場所：教育学部 B 棟５０２ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ： 

 

 

横 田 明 子 

担当授業科目：生活経済学 

       消費生活論 

       家族関係学 

       卒業論文 

研究室の場所：教育学部 B 棟６０５ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ： 

 

 

今 川 真 治 

担当授業科目：保育学 

       生涯発達学 

       人間生活研究法 

       卒業論文 

研究室の場所：教育学部 B 棟６０３ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ： 

 



 

  

 

 木 下 瑞 穂 

担当授業科目：アパレル素材学 

       色彩論 

       アパレル科学実験 

情報処理 

 卒業論文 

研究室の場所：教育学部 B 棟６１０ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ： 

 

 

松 原 主 典 

担当授業科目：食生活栄養学 

       フードスペシャリスト論 

       食品科学 

       食品材料学 

       食物学実験 

       卒業論文 

研究室の場所：教育学部 B 棟５０４ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ： 

 

 

 村 上 か お り 

担当授業科目：アパレル設計学実習Ⅰ 

       アパレル設計学実習Ⅱ 

       アパレル管理科学 

       アパレル設計学 

       服飾デザイン論 

 卒業論文 

研究室の場所：教育学部 B 棟６０７ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ： 

 

 

 高 田  宏 

担当授業科目：住居環境学 

       住居計画学 

       設計製図 

       住居設計演習Ⅰ 

       住居設計演習Ⅱ 

       卒業論文 

研究室の場所：教育学部 B 棟７０２ 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ： 

 

 

 

 

 



 

  

 

 

某１（非常勤） 

担当授業科目：家庭看護学  

 

 

 

某２（非常勤） 

担当授業科目：住居学  

 

某３（非常勤） 

 

担当授業科目：児童保健学  

 

某４（非常勤） 

担当授業科目：住居管理学  

 

某５（非常勤） 

担当授業科目：インテリア計画  

 

某６（非常勤） 

担当授業科目：家庭機械及び家庭電気  

 

某７（非常勤） 

担当授業科目：調理学実習 I  

 

某８（非常勤） 

担当授業科目：調理学実習 II  

 

某９（非常勤） 

担当授業科目：食品鑑別論 

       調理科学 

       フードスペシャリスト論 

 

 

他プログラム科目 

 

 

 

 

 

担当授業科目：建築材料 

       建築一般構造 

       建築構造力学Ⅰ 

       建築行政 

       建築施工 

       建築設備Ⅰ 

       建築設備Ⅱ 

       建築生産マネジメント 

       食品衛生学 

       農産食品学 

 


